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(借方)再評価剰余金 73，200 (貸方)資産 73，200 










































































































































































































③ 企業Zの取得日において， A， BおよびCの正味公正価値が， A， B 
およびCにのれんを比例配分するための合理的な基礎であると考えられ





20XO年末 A B C 合計
正味公正価値 1，200 800 400 2，400 
比率 50% 33% 17% 100% 
20X5年末 1，300 1，200 800 3，300 正味帳簿価額
のれんの配分 225 150 75 450 (上記比率による)




para. A 65)。この結果，企業Mは， Aについて減損損失125を認識する。
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この減損損失は， IAS第36号のpara.88に基づ‘いて全額のれんに賦課される









なL、。 20X5年末の Zの回収可能価額は， 3，500と見積もられる ([6J，
para. A 67)。
1) rボトム・アップ」テストの適用
20X5年末において， Mは，まず IAS第36号のpara.80(a) に基づいて
「ボトム・アップ」テストを適用する。それは， Aの回収可能額をのれんを












に基づいて配分できる最小の現金生成単位である)([6J， para. A 70)。こ
の結果，企業Mは， IAS第36号のpara.88に基づ、いて，全額をのれんに賦課
する減損損失250を認識する ([6J，para. A 71)。
表5 「トップ・ダウン」テストの適用
20X5年末 A B C のれん Z 
帳簿価額 1，300 1，200 800 450 3，750 
「ボトム・アップ」テスト 。 。
の結果生じる減損損失

































定額法によって償却されている ([6J，para. A 74)。
④ 各現金生成単位について正味売却価格を計算する基礎はなL、。したがっ
て，各現金生成単位の回収可能価額は，使用価値が基礎となる。使用価



















れる ([6J，para. A 78)。
表 1 本社建物の帳簿価額の加重平均法に基づいて配分の計算
20XO年末 A B C 合計
帳簿価額 100 150 200 450 
耐周年数 10年 20年 20年
耐周年数による加重 l 2 2 
加重後の帳簿価額 100 300 400 800 
建物の比例配分 12% 38% 50% 100% 
(100/800) (300/800) (400/800) 
建物のの帳比簿例価配額分の配分
(上記 に基づく) 19 56 75 
(150) 








A B C M 
将来 15% 将来 15% 将来 15% 将来 15%可
キャッシュ・ による キャッシュ・ による キャッシュ・ による キャッシュ・ による
年フロー 割引額フロー 割引額フロー 割引額フロー 割引額




































































































14 33 5 65 9 128 18 
15 30 4 62 8 122 15 
16 26 3 60 6 115 12 
17 22 2 57 5 108 10 
18 18 1 51 4 97 8 
19 14 1 43 3 85 6 
20 一一 10 一」 35 -2 71 -J 











20XO年末 A B C 
帳簿価額(建物の帳簿価額の
119 206 275 配分後)(表1)
回収可能価額(表2) 199 164 271 
減損損失 。 (42) (4) 
5 )減損損失の配分
次の手続きは，減損損失を現金生成単位の資産および本社建物に配分する
ことである ([6J，para. A 81)。
表4 現金生成単位BおよびCについての減損損失の配分
現金生成単位 B C 
本社建物に対する配分
現金生成単位に対する配分
(12) (42 x 56/206) 
(30) (42 x 150/206) 
(42) 
6) iトップ・ダウン」テストの適用
(1) (4 x 75/275) 



































































































































































































































































































































( 2 )討論資料:Financial Accounting Standards Board， Discussion Memorandum a1 a11aJysi旨
ol islIes related to ACCOll11tiI1g lor the ImpaU711e11t ol LOI1g-Lived Assets a11d Idel1tiliable 
111f/iI1gibles (FASB，1990). 
公開草案 FinancialAccounting Standards Board， Exposu陀 Drafts，Proposed Staternents of 































検討すべきである([1 J ， para.8 )。減損が生じるのは，国定資産それ自体または固定資産が
-31 (31)-
使用される経済環境のいずれかに何かが起きたことによる。したがって，減損の検討が必要
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